
令和8年4月30日

　沖縄県 企画部 交通戦略推進課 次世代交通計画推進班

No. 質問内容 回　　答

1
同種・類似業務について、発注者が財団法人や民間企業
の場合であっても業務実績として認められますでしょうか

　ご質問の件については、同種・類似業務とも、国・都道府
県・政令指定都市、市町村、高速道路株式会社等の公共事
業を実施する機関の実績のある業務について、提出をお願
いします。

2
県税、消費税及び地方消費税の未納がない証明書につ
いては、直近３ケ月以内の証明日で写しを提出することで
よろしいでしょうか

　ご質問の件については、証明日が申請書提出日の前３ヶ
月以内のもので、提出をお願いします。

3
同種および類似業務にある「道路計画及び公共交通計画
に関する調査・検討を行った業務」とは、それぞれ分離し
た業務実績でもよろしいでしょうか。

　ご質問の件については、分離した業務実績で結構です。

4
共同企業体で申し込む場合、業務実績（様式4-2）は親会
社のみの作成でよろしいでしょうか

　共同企業体で申し込む場合については、親会社のみの作
成で結構です。

5

仕様書（１）高速バス利用実態調における「過年度実施さ
れたバスＯＤ調査結果」について、当該調査について、調
査実施年および調査概要（対象路線、調査項目、調査方
法）をご教示いただくことは可能でしょうか

　過年度の調査につきましては、平成25年度に、沖縄本島内
を運行するすべてのバス路線・運行便を対象にした調査を
行っております。過年度の調査内容を以下のとおり共有いた
します。

【参考】沖縄本島路線バス利用促進方策検討業務　特記仕様書
　４　委託業務内容
　（１）　実態基礎調査
　　ア　運賃体系比較調査
　　　　沖縄県及び全国における乗合バス等の運賃体系について、収集・整理した情報を基
　　　に沖縄県と他地域との運賃構造・体系を比較し、その特徴を明らかにする。
　　イ　全運行便利用客調査（OD調査）
　　　　沖縄本島内を運行する全てのバス路線・運行便、モノレールの全利用客に対して、
　　　利用区間、利用券種、回答者属性、利用における満足度、利用継続・促進のために必
　　　要なインセンティブ等を調査する。なお、調査日は平日１日間の想定であるが、調査員
　　　確保が困難な場合は調査日を分割して実施するものとする。
　　ウ　バス利用実態アンケート調査
　　　　乗合バスの利用実態（利用目的、利用曜日、利用区間など）、普段の行動における利
　　　用交通手段とその利用理由、乗合バス利用の理由、非利用理由、利用において必要な
　　　インセンティブ等を調査する。

6

仕様書（１）高速バス利用実態調における「別途実施され
る地域循環バス等実証事業委託業務」で整合が求められ
る「バス利用実態調査の調査項目」の調査概要（対象路
線、調査項目、調査方法）をご教示いただくことは可能で
しょうか

　ご質問の件については、「地域循環バス等実証事業委託
業務」で調整が進められていることから、契約後に業務間で
調整することを想定しております。
　上記業務の仕様書（対象箇所は赤枠囲い）を別添のとおり
共有しますので、参考にご確認ください。

7

仕様書(２)外郭環状道路（小禄道路）整備後の交通体系
のあり方検討」では、小禄道路関連の各種検討資料が必
要になると想定されます。
これらデータのついて業務遂行時に県を通じて国へ資料
閲覧などを請求していくことは可能でしょうか

　ご質問の件については、県から依頼することを想定してお
ります。

8

仕様書(４)外郭環状道路内の都市交通利便性向上等を図
る公共交通体系の検討」で交通量推計による分析が想定
されますが、その場合、県の推計データの貸与は可能で
すか。また、PT調査結果の貸与も可能ですかか。

　ご質問の件については、業務調整を行いながら、交通量推
計などの必要なデータを特定し、県から所有者あて、貸与依
頼を行う予定です。
　なお、PT調査結果につきましては、提供可能です。

「道路整備と一体となった交通体系検討業務（R8）」の企画提案に係る質問への回答
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